
概要 

本事業への取組みの経緯 

当社の概要 

当社は、文政 4 年に鋳物業で栄えていた山口

県防府市において創業した鋳造品メーカーであ

る。創業当時から「持続可能な資源循環社会の実

現」を経営理念として営んでおり、7代目となる

現社長においても、その理念は継承されている。 

 当社で扱う鋳鉄の原料はくず鉄である。そのた

め、廃棄パソコン等を回収し、有用金属は製錬メ

ーカー等でリサイクルし、廃鉄については当社独

自の鋳鉄製品にリサイクルすることにより、ほぼ

100%のリサイクル率の達成を図っている。 

また、鋳造工程では鋳造時の排熱を活用して次

回の溶解燃料となる木炭を製造する「バイオマス

循環型・熱風水冷式鋳造キュポラ」も開発してお

り、地下資源に頼らない「ものづくり」にも挑戦

している。 

社会的ニーズへの対応 

昨今、局地的豪雨（ゲリラ豪雨）による浸水害

が多発している。特に都市部においてはアスファ

ルトやコンクリートが多く使用されており、雨水

の吸収率が低く、水害が多発している。その対策

としては、地下貯留槽を設置し、雨水を一時的に

貯留し、段階的に地下に浸透させたり、河川に放

流したりする必要がある。 

地下貯留槽の設置については、大規模なものは

用地の確保等が困難なため、小規模（200 ㎥程度）

なものを多く設置し、給水できる表面積を増加さ

せる方法で実施されている。材質は、プラスチッ

ク製が主流となっているが、強度が弱く空隙のス

ペースが小さくなる欠点がある。そのため、1年

間に 2 回必要とされている土砂の撤去作業が困

難であり、多額なメンテナンス費用が必要となっ

ている。また、プラスチックは人工生成物であり、

長期間地中に埋設した場合の環境負荷が高く、そ

の低減が求められている。 

これらの課題解決に向けて、公益社団法人 雨

水貯留浸透技術協会より強度的に強く、環境負荷

の低い鋳鉄製の地下貯留槽の開発の依頼があり、

当社にて試作・開発することとなった。 

本事業の内容 

鋳鉄製の地下貯水槽の開発は、当社が開発した

「鋳田籠」技術を利用した。「鋳田籠」とは、鋳

鉄を素材とし、パネル形状及び根固・沈床の形が 

「田の字」をした枠体（籠）である。「鋳田籠」

のメリットとしては、高い耐久性や強度を保持し

ていることや、二価鉄イオンにより動植物に与え

る環境負荷を低減させていることである。また、

地下に設置するにあたり、プラスチックに対して 

 

 

 

 

 

 

 

高重量であるため、浮力に対しても抵抗力が強い

ことである。 

具体的内容 

一点目として、既存製品であるプラスチック製

の地下貯留槽の分析を実施し、自社製品の開発設

計を実施した。 

二点目として、自社生産に対応するため、設備

導入を実施した。具体的には、エアーコンプレッ

サー、F-1 造型機、自硬性砂混錬ミキサー、サン

ドブラスト、専用取り鍋、造型機用金型である。 

三点目として、試作品を製作し、宇部工業高等

専門学校において強度試験及び耐久性・耐食性等

実証試験を実施した。また、そのデータをもとに

改良を加え、製品化に成功した。 

 

 

 

 

 

 

事業の成果と波及効果 

事業の成果 

設備を導入したことにより、以前は外部委託し

ていた鋳田籠製品パネルを自社工場にて生産可

能となり、1週間程度のリードタイムの短縮や生

産コストの削減に繋がった。また、試作品を活用

し公的機関にて実証実験を実施したことにより、

自社製品の安全性や耐久性等に対して、信頼性の

あるデータの獲得に繋がった。 

これらの成果により、本製品を積極的に販売し

ていくための土台が確立された。山口県による

「やまぐち発新製品」にも認定され、公共事業に

おける活用も期待出来る。 

また、当社保有の特許【特開 2013-213311(構

造体ユニットとそれに用いられる構造体及び連

結金具)】を活用したことにより、競合他社との

差別化要因を構築できた。 

今後の課題 

一方で、プラスチック製品と比較して販売価格

が 2 倍程度となっている。設置後のメンテナン

ス費用等を含めた全体的なコストは 1.5 倍程度

に抑えられるが、広く普及を図るためには更なる

コスト削減に取り組む必要がある。そのため、製

品構造については今後も改良していく予定であ

る。また、メンテナンスフリー設計や、環境負荷

が低い持続可能型製品であることなど、本製品の

強みについても、公益社団法人 雨水貯留浸透技

術協会と連携して積極的にアピールしていく。 

今後の展望 

局地的豪雨（ゲリラ豪雨）による浸水害が多発

するなか、国土交通省は年間 1,000 ㎥分の雨水

貯留槽の設置を計画している。当社としては、環

境負荷の少ない鋳鉄製の雨水貯留槽を設置して

いくことにより、雨水対策のみならず、「持続可

能な社会システム」全体の構築を目指す。 

鋳鉄〔自社製品鋳田籠〕を応用したゲリラ豪雨対策 

 雨水貯留槽システムの開発 
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近年、局地的豪雨（ゲリラ豪雨）による浸水害が多発しており、雨水貯留槽システム

の開発が求められている。当社では、鋳鉄を利用した自社製品である「鋳田籠」の技

術を活用し、環境負荷の少ない安全な地下貯留槽を開発する。 

鋳田籠 

今回開発した「雨水貯留槽」 

企業概要  

文政 4年(1821 年)、防府市鋳物師町に
創業。当社は平成 19 年 3 月に 7 代目
となる現社長が、「金属くず回収業か
ら鋳造リサイクルで持続可能な社会
システム」を目指し設立した。これま
で廃棄パソコンのリサイクルや廃鉄
を用いて、「アイアンカフェ」「七福コ
ンロ」「鋳田籠」などの独自鋳鉄製品を
製造しており、地域の循環型社会の構
築に取り組んでいる。平成 27 年には
山口県エコ・ファクトリー認定事業所
として承認された。 

 
 


